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経 営 情 報 の 公 開 事 例

この公開事例は、ガイドラインに定める項目のうち統一した様式の設定が可能と思われるもの
等、各水道事業者が情報公開を行う際の事例としてまとめたものである。
様式の設定がないもの、当該様式では内容が不足するもの等については、各水道事業者が独自

の様式を定めたり、様式に補足説明を付すほか、グラフ・チャート図等を活用してビジュアル化
を図る等により、利用者にわかりやすく説明する必要がある。

定期的に公開すべき情報
１ 事業経営に関する情報
(１) 事業計画または見通しとその実績との比較
〇〇〇〇〇〇計画 (単位 百万円)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 整備内容・
事項 (実績) (実績) (実績) (計画) (予算) (実績) 差異要因等

〇〇〇〇〇〇事業

××××××事業

□□□□□□事業

計

(２) 財政収支計画または見込みとその実績との比較
(単位 百万円)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 差異要因等
事項 (実績) (実績) (実績) (計画) (予算) (実績)

収 益 的 収 入

給 水 収 益

他 会 計 繰 入 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他 収 入

収 益 的 支 出

人 件 費

物 件 費 等

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

業 務 費

受 託 工 事 費

そ の 他 物 件 費

受 水 費

減 価 償 却 費 等

支 払 利 息 等

収 益 的 収 支

利 益 剰 余 金

資 本 的 収 入

企 業 債
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国 庫 補 助 金

他 会 計 出 資 金

そ の 他 収 入

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ の 他

資 本 的 収 支

補 塡 財 源

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

(３) 公費負担に関する状況
① 国庫補助金 (単位 百万円)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 補助内容・
事項 (実績) (実績) (実績) (計画) (予算) (実績) 差異要因等

収 益 的 収 入

○○○○○費補助金

△△△△△費補助金

資 本 的 収 入

○○○○○費補助金

□□□□□費補助金

×××××費補助金

計

② 他会計繰入金 (単位 百万円)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 繰入内容・
事項 (実績) (実績) (実績) (計画) (予算) (実績) 差異要因等

収 益 的 収 入

○○○○○費繰入金

△△△△△費繰入金

□□□□□費繰入金

資 本 的 収 入

○○○○○費出資金

□□□□□費出資金

計

(４) 事業計画や財政収支計画が将来の料金水準やサービスの質に与える影響
各水道事業者において策定している「中長期経営計画」「地域水道ビジョン」「経営戦略」等

に基づき、更新投資やその資金調達等の計画、環境事業、災害対策（耐震化等）が、将来の料金
水準やサービスの質にどのような影響を与えるか定量的に説明する。
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２ 経営の効率性に関する情報
(１) 事業規模・内容について判断する指標
主要指標 （単位 ％）

年度 ○年度 ○年度 ○年度 目標 平均 最大 ○○市 ○○市 ○○市
事項 (実績) (実績) (実績)

施 設 利 用 率

最 大 稼 動 率

固定資産使用効率

有 収 率

(注)「目標」とは、各種事業計画等で掲げている事業者としての目標値である。
「平均」及び「最大」とは、比較対象事業者または類似事業者群の平均値及び最大値である。

説明 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

(２) 料金水準及びコストについて判断する指標
費用構成表 (単位 円／ｍ3)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 平均 最大 ○○市 ○○市 ○○市
事項 (実績) (実績) (実績)

職 員 給 与 費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

動 力 費

光 熱 水 費

通 信 運 搬 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

負 担 金

受 水 費

そ の 他

計 ( 給 水 原 価 )

供 給 単 価

(注)「平均」及び「最大」とは、比較対象事業者または類似事業者群の平均値及び最大値である。

説明 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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(３) 経営の安定度について判断する指標
主要指標 （単位 ％）

年度 ○年度 ○年度 ○年度 目標 平均 最大 ○○市 ○○市 ○○市
事項 (実績) (実績) (実績)

営 業 収 支 比 率

累積欠損金比率

企業債元金償還金
対原価償却額比率

流 動 比 率

自己資本構成比率

(注)「目標」とは、各種事業計画等で掲げている事業者としての目標値である。
「平均」及び「最大」とは、比較対象事業者または類似事業者群の平均値及び最大値である。

説明 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

(４) 経営の効率化目標とその実績との比較
(単位 金額・数量・％など)

内容 目標 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 進捗率
(実績) (実績) (予算) (計画)

○○○経費節減

×××委託

△△△資産活用

□□□□□□□□□

計（金額ベース） －

説明 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

(５) 経営の効率化の料金への反映状況
前項において開示した経営効率化・コスト削減努力の成果について、料金改定時や経営計画策

定時に見込んだ効率化計画(収支改善額)と比較するなどにより、どのように料金に反映されるか
について説明する。

３ 使用者サービスに関する情報
(１) 使用者サービスの向上策とその実績との比較

(単位 金額・数量・％など)

内容 目標 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 進捗率
(実績) (実績) (予算) (計画)

○○○直結給水

×××水質改善

△△△サービス
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□□□□□□□□□

説明 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

(２) 使用者からの意見及びその対応状況
使用者からの意見による業務改善状況

項目 意見の概要 改善状況 実施時期

工事 ○○○○○○○○○

窓口 ×××××××××

△△△ △△△△△△△△△

料金改定時等に公開すべき情報
１ 料金に関する基礎的な情報
(１) 旧料金及び提案した新料金の比較
① 新旧料金表比較

基 本 料 金 従 量 料 金(１㎥当たり)

口 径

現 行 改定案 増加額 改定率 水量 1～ 11～ 21～ 51～ 101～ 501～ 1,000㎥

(㎜) (円) (円) (円) (％) 事項 10㎥ 20㎥ 50㎥ 100㎥ 500㎥ 1,000㎥ 以上

１３ 現 行(円)

２０ 改定案(円)

増加額(円)

２５ 改定率(％)

３０

４０

５０

７５

１００

１５０

② 新旧モデル料金比較

口径 使用水量 現 行 改定案 増加額 改定率 口径 使用水量 現 行 改定案 増加額 改定率
(㎜) (㎥) (円) (円) (円) (％) (㎜) (㎥) (円) (円) (円) (％)

３０
１３

４０

５０
２０

７５

1 0 0
２５

1 5 0
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(２) 料金算定の考え方
料金算定期間 ○年○月から○年○月まで(△年□月)

給 水 収 益 百万円 総 費 用 百万円

営 業 費 用 百万円
そ の 他 収 入 百万円

資 本 費 用 百万円

差 引 不 足 額 百万円
効 率 化 計 画 百万円

再差引不足額 百万円

平均改定率 ％

総 括 原 価 百万円

平 均 原 価 円

原価配賦の考え方 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

(３) 料金算定の根拠となった前提条件
① 需給見込

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度
事項例示 (実績) (実績) (実績) (計画) (計画) (計画) (計画) (計画)

給水区域内人口( 人 )

給 水 人 口( 人 )

普 及 率( ％ )

水 源 量(㎥/日)

施 設 能 力(㎥/日)

１日平均給水量( ㎥ )

１日平均配水量( ㎥ )

１日最大配水量( ㎥ )

需給見込の考え方 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

② 主要な事業内容
〇〇〇〇〇〇計画 (単位 百万円)

○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 計 内容等
(計画) (計画) (計画) (計画) (計画)

〇〇〇〇〇〇〇整備

×××××××整備
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△△△△△△△整備

□□□□□□□整備

計

③ 効率化計画(収支改善額) (単位 百万円)

内 容 金 額

〇〇〇〇〇〇〇○○

×××××××××

△△△△△△△△△

□□□□□□□□□

計

④ 主要指標

〇年度 〇年度 〇年度 計画期間 考え方
事項例示 (実績) (実績) (実績) （見込）

人 件 費 ベ ア 率(％)

消費者物価上昇率(％)

工事請負費上昇率(％)

委 託 料 上 昇 率(％)

⑤ 財政収支計画(改定前・後) (単位 百万円)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度
事項 (実績) (実績) (実績) (計画) (計画) (計画) (計画) (計画)

収 益 的 収 入

給 水 収 益

他 会 計 繰 入 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他 収 入

収 益 的 支 出

人 件 費

物 件 費 等

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

業 務 費

受 託 工 事 費

そ の 他 物 件 費

受 水 費

減 価 償 却 費 等
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支 払 利 息 等

収 益 的 収 支

利 益 剰 余 金

資 本 的 収 入

企 業 債

国 庫 補 助 金

他 会 計 出 資 金

そ の 他 収 入

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ の 他

資 本 的 収 支

補 塡 財 源

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

(４) 料金改定が家計等に及ぼす影響（請求単位(２か月)当たり）

類型 現行料金 改定案 増加額 改定率 考え方
（円） （円） （円） （％） （一般的な口径・使用量等）

一般家庭(単身世帯) 口径○○mm、○○㎥/２か月

一般家庭(４人世帯) 口径××mm、××㎥/２か月

大 口 需 要 者 口径□□mm、□□㎥/２か月

共 同 住 宅 扱 い △△世帯、△△㎥/２か月

(５) 他水道事業者との比較

口 径 使用水量 １ 月 当 た り 料 金(円)

(㎜) (㎥) 当 市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市

13

20

25

40

50

75

100

(注)比較に当たっては、別添の「事業規模別団体別一覧表」を使用して、該当する給水人口区分
に属する水道事業者から、水源区分、有収水量密度などの条件が同一の事業者を選定すること。
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２ 事業経営に関する情報
(１) 中・長期的な事業計画または見通し
各水道事業者において策定してる長期的な基本構想・方針・計画等について、その概要を説明

する。

(２) 事業計画と経費負担の関係
企業債の状況 (単位 百万円)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度
事項 (実績) (実績) (実績) (計画) (計画) (計画) (計画) (計画)

発 行 額

新 規

借 換

償 還 額

残 高

(３) 公費負担の状況
① 国庫補助金 (単位 百万円)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度
事項 (実績) (実績) (実績) (計画) (計画) (計画) (計画) (計画)

収 益 的 収 入

○○○○○費補助金

△△△△△費補助金

資 本 的 収 入

○○○○○費補助金

□□□□□費補助金

×××××費補助金

計

② 他会計繰入金 (単位 百万円)

年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度
事項 (実績) (実績) (実績) (計画) (計画) (計画) (計画) (計画)

収 益 的 収 入

○○○○○費繰入金

△△△△△費繰入金

□□□□□費繰入金

資 本 的 収 入

○○○○○費出資金

□□□□□費出資金

計
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３ 経営の効率性に関する情報
(１) 事業規模・内容について判断する指標
主要指標 （単位 ％）

当 市 平 均 最 大 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市 ○○市

施 設 利 用 率

最 大 稼 動 率

固定資産使用効率

有 収 率

（注）「平均」及び「最大」とは、表に掲げた水道事業者の平均値及び最大値である。
各指標に対して事業者としての目標値があれば、合わせて公表することが望ましい。

説明 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

料金改定時等に公開すべき情報については、上記の様式の他、ガイドラインに定める各項目に
ついて、定期的に公開すべき情報の公開事例様式に準じたものとする。


